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第11期 

運 用 報 告 書 (全 体 版 ) 

 

中⼩型成⻑株オープン 
（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

 

【2019年９月４日決算】 

 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

皆様の「中小型成長株オープン（愛称 スモール・

モンスターズ・ジャパン）」は、2019年９月４日に第

11期決算を迎えましたので、期中の運用状況ならびに

決算のご報告を申し上げます。 

今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2014年3月10日から2024年3月4日までです。 

運 用 方 針 

主として、わが国の金融商品取引所上場（上

場予定を含みます。）株式のうち、相対的に

時価総額が中小型規模の株式に投資を行

い、投資信託財産の成長を目指して積極的

な運用を行います。また、新興市場の株式に

積極的に投資する場合もあります。 

主 要 投 資 

対 象 

わが国の金融商品取引所上場（上場予定を

含みます。）株式を主要投資対象とします。 

投 資 制 限 

株式（新株引受権証券および新株予約権証

券を含みます。）への投資割合には制限を設

けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎年3月4日および9月4日（それぞれ休業日の

場合は翌営業日）に決算を行い、原則として、

以下の方針に基づき、収益分配を行います。 

分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経

費控除後の配当等収益と売買益（評価益を

含みます。）等の全額とします。 

分配金額は、委託会社が分配可能額、基準価

額水準等を勘案して決定します。分配可能

額が少額の場合や基準価額水準によって

は、収益分配を行わないことがあります。 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 日経ジャスダック平均株価 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(参考指数) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ 円 ％ ％ ％ 百万円 

７期(2017年９月４日) 18,658 0 20.8 3,418.74 12.5 95.2 － 297 

８期(2018年３月５日) 23,046 0 23.5 3,964.74 16.0 86.1 － 3,449 

９期(2018年９月４日) 21,876 0 △ 5.1 3,795.10 △ 4.3 95.0 － 2,410 

10期(2019年３月４日) 19,310 0 △11.7 3,498.01 △ 7.8 94.4 － 1,734 

11期(2019年９月４日) 19,652 0 1.8 3,295.28 △ 5.8 96.1 － 1,617 
 

（注） 基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落率は分配金（税引前）込み。 

（注） 日経ジャスダック平均株価は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。 

（注） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 日経ジャスダック平均株価 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 ( 参 考 指 数 ) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ 円 ％ ％ ％ 

2019年３月４日 19,310 － 3,498.01 － 94.4 － 

３月末 19,515 1.1 3,444.19 △1.5 89.8 － 

４月末 19,943 3.3 3,453.10 △1.3 91.6 － 

５月末 19,998 3.6 3,339.45 △4.5 94.7 － 

６月末 20,055 3.9 3,405.61 △2.6 93.5 － 

７月末 19,747 2.3 3,484.19 △0.4 95.8 － 

８月末 19,669 1.9 3,294.46 △5.8 94.6 － 

(期  末)       

2019年９月４日 19,652 1.8 3,295.28 △5.8 96.1 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

  

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 参考指数は、日経ジャスダック平均株価です。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2019年３月４日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドにおける主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・業種配分では、不動産業、電気機器、情報・通信業などが基準価額にプラスに寄与しました。 

・個別銘柄では、ＨＥＲＯＺ、アイ・アールジャパンホールディングス、ティーケーピーなどが基準価額にプラスに

寄与しました。 

 

（主なマイナス要因） 

・業種配分では、サービス業、卸売業、電気・ガス業などが基準価額にマイナスに影響しました。 

・個別銘柄では、フリークアウト・ホールディングス、Ｇｕｎｏｓｙ、セレスなどが基準価額にマイナスに影響しま

した。 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

  
国内株式市場は、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）議長の発言を受けた米国の利上げ観測の後退や、米中通商交渉

進展への期待などを背景に、期首から2019年４月中旬にかけて堅調に推移しました。しかしその後は、米国による対

中関税の引き上げなどを受けて米中貿易摩擦の深刻化が意識されたことから、６月上旬にかけて急落しました。期

末にかけては、ＦＲＢの緩和的な金融政策に対する期待から持ち直す場面もありましたが、トランプ米大統領によ

る新たな対中追加関税が示唆されたことを受けて、投資家のリスク回避姿勢が強まり、国内株式市場は不安定な値

動きが継続しました。 

 

  
当ファンドの運用につきましては、企業の中長期的な利益成長ポテンシャルや株価指標面での割安感などに着目

して銘柄選別を行いました。 

具体的には、既存メディア事業の安定的な成長に加え、買収した米国事業の将来的な収益貢献が期待されたユー

ザベースや、物言う株主（アクティビスト）の活動活発化などを背景に、主力の株主判明調査サービスの需要が拡大

すると考えられたアイ・アールジャパンホールディングスなどを買い付けました。一方、中期的な利益成長性の鈍化

が懸念されたＧｕｎｏｓｙや、株価の上昇により指標面での割安感が後退したと考えられたカチタスなどを売却し

ました。 

 

  
当ファンドは特定のベンチマークを設けておりません

が、当ファンドの基準価額の騰落率は、参考指数としてい

る日経ジャスダック平均株価の騰落率を7.6％上回りまし

た。詳細につきましては前掲の「基準価額の主な変動要因」

をご参照ください。 

 

 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 

（注） 参考指数は、日経ジャスダック平均株価です。 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

  
当ファンドは毎年３月４日および９月４日（それぞれ休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、委託会社が分配

可能額、基準価額水準等を勘案のうえ分配金額を決定します。 

当期の分配につきましては、基準価額水準が当初元本を上回っておりますが、投資信託財産の成長に重点を置く

こととし、見送りとさせて頂きました。なお、収益分配に充てなかった留保益につきましては、運用の基本方針と同

一の運用を行ってまいります。 

 

 （単位：円、１万口当たり・税引前） 

項 目 
第11期 

2019年３月５日～ 
2019年９月４日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 9,652  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  
国内株式市場は、堅調に推移すると予想します。米中貿易摩擦に伴う世界的な景気減速や企業業績の悪化懸念は、

これまでの株価調整で概ね織り込まれたと考えられます。一方、欧米の中央銀行による緩和的な金融政策に対する

期待や、株価指標面での割安感、日銀の上場投資信託（ＥＴＦ）買いなどが支援材料となり、国内株式市場は底堅く

推移すると考えられます。 

当ファンドの運用につきましては、相対的に時価総額が中小型規模の銘柄の中から、高い技術力、優れた商品開

発力、特徴あるビジネスモデル、事業構造の改革などにより、飛躍的な成長が期待される企業の株式を選別します。 

引き続き、独自のビジネスモデルで成長を図っている銘柄など、中長期的な利益成長ポテンシャルが高いと考え

られる銘柄を選別してまいります。 

 
※文中の投資行動は、個別銘柄の売買等いかなる投資行動も推奨するものではありません。 

 

  



品 名：90009_552375_011_03_中小型成長株オープン_789551.docx 

日 時：2019/10/15 9:05:00 

ページ：5 

 

― 5 ― 

中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

○１万口当たりの費用明細 (2019年３月５日～2019年９月４日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 91  0.462  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 43)  (0.217)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 43)  (0.217)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.027)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 42   0.210   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 42)  (0.210)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.006   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  その他は、金銭信託支払手数料 

 合 計 134   0.678    

期中の平均基準価額は、19,821円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

○売買及び取引の状況 (2019年３月５日～2019年９月４日) 

○売買及び取引の状況とは、ファンドが購入・売却した有価証券の数量および金額です。 
 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 

内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 774 1,083,444 682 1,198,437 
 ( 10) (       －)

 
（注） 金額は受渡代金。 

（注） 単位未満は切捨て。 

（注） ( )内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

○株式売買比率 (2019年３月５日～2019年９月４日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 2,281,881千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 1,572,823千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.45   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年３月５日～2019年９月４日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 1,083 351 32.4 1,198 359 30.0 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 3,532千円 
うち利害関係人への支払額（B） 1,151千円 

（B）／（A） 32.6％   
 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは岡三証
券です。 
   

株式 

利害関係人との取引状況 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

○組入資産の明細 (2019年９月４日現在) 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

建設業（1.8％）    

フィル・カンパニー 6.2 7.2 27,648 

食料品（2.6％）    

北の達人コーポレーション － 56.1 40,167 

化学（－％）    

日本化学産業 15 － － 

機械（2.0％）    

エヌ・ピー・シー － 93.5 32,070 

電気機器（－％）    

サン電子 74.5 － － 

その他製品（2.5％）    

ブシロード － 13.1 38,304 

電気・ガス業（3.9％）    

レノバ 38.1 71.9 60,108 

情報・通信業（37.3％）    

イーブックイニシアティブジャパン － 22.5 40,612 

エムアップ － 20 38,620 

じげん 129 99.5 56,814 

フィックスターズ 20 － － 

セレス 43 36 45,468 

豆蔵ホールディングス 64 54.2 87,533 

アバント 31 30.3 57,933 

ラクス － 10 30,100 

ユーザベース － 29.9 74,869 

うるる 10 － － 

ＰＫＳＨＡ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ 11.2 － － 

ビープラッツ － 15.1 37,901 

ＨＥＲＯＺ 8.6 － － 

ラクスル 11.2 15 62,475 

ミンカブ・ジ・インフォノイド － 29.6 29,215 

Ｗｅｌｂｙ － 1.2 18,240 

卸売業（－％）    

アセンテック 32.3 － －  

 
銘 柄 

期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

小売業（8.3％）    

物語コーポレーション 8.7 7.7 72,842 

トリドールホールディングス 18 － － 

ＴＯＫＹＯ ＢＡＳＥ 58.1 64 56,000 

保険業（－％）    

ライフネット生命保険 60 － － 

その他金融業（5.0％）    

イントラスト 57 － － 

アルヒ 35.9 37 77,996 

不動産業（7.2％）    

日本管理センター － 22 30,580 

ティーケーピー 29.6 16 81,600 

カチタス 23.7 － － 

サービス業（29.4％）    

ＬＩＦＵＬＬ 90.1 125 81,250 

ＵＴグループ 21 － － 

サニーサイドアップ 39 － － 

ギグワークス － 36 45,900 

ウェルネット 16.5 － － 

アイ・アールジャパンホールディングス － 17.7 68,941 

Ｇｕｎｏｓｙ 35 － － 

ベクトル － 41.4 39,040 

フリークアウト・ホールディングス 25 38.9 49,014 

ブランジスタ － 32.3 28,456 

Ｏｒｃｈｅｓｔｒａ Ｈｏｌｄｉｎｇｓ － 26.2 28,793 

ＲＰＡホールディングス － 27.2 44,145 

ピアラ － 12 27,684 

ポート 40 46 43,148 

合 計 
株 数 ・ 金 額 1,051 1,154 1,553,472 

銘柄数＜比率＞ 29 32 ＜96.1％＞ 
 

（注） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。
（注） 合計欄の＜ ＞内は、純資産総額に対する評価額の比率。 
（注） 評価額の単位未満は切捨て。 
 

 

○投資信託財産の構成 (2019年９月４日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 
 千円 ％ 
株式 1,553,472 94.0 
コール・ローン等、その他 98,969 6.0 
投資信託財産総額 1,652,441 100.0 

 
（注） 評価額の単位未満は切捨て。 
  

国内株式 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年９月４日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,652,441,021   

 コール・ローン等 90,376,514   

 株式(評価額) 1,553,472,700   

 未収入金 7,483,857   

 未収配当金 1,107,950   

(B) 負債 35,179,562   

 未払金 15,385,041   

 未払解約金 11,938,381   

 未払信託報酬 7,764,153   

 未払利息 162   

 その他未払費用 91,825   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,617,261,459   

 元本 822,941,650   

 次期繰越損益金 794,319,809   

(D) 受益権総口数 822,941,650口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 19,652円 
 

（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、1.9652円です。

（注） 当ファンドの期首元本額は898,063,864円、期中追加設定元本

額は257,251,267円、期中一部解約元本額は332,373,481円です。
 

○損益の状況 (2019年３月５日～2019年９月４日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 5,514,438   

 受取配当金 5,541,686   

 受取利息 17   

 その他収益金 3,556   

 支払利息 △     30,821   

(B) 有価証券売買損益 20,095,073   

 売買益 262,925,675   

 売買損 △242,830,602   

(C) 信託報酬等 △  7,859,601   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 17,749,910   

(E) 前期繰越損益金 △194,819,681   

(F) 追加信託差損益金 971,389,580   

 (配当等相当額) (  579,661,295)  

 (売買損益相当額) (  391,728,285)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 794,319,809   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 794,319,809   

 追加信託差損益金 971,389,580   

 (配当等相当額) (  579,661,295)  

 (売買損益相当額) (  391,728,285)  

 分配準備積立金 4,295,485   

 繰越損益金 △181,365,256   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額分を

いいます。 

（注） 収益分配金 

決算期 第11期 

(a) 配当等収益(費用控除後) 3,822,266円 

(b) 有価証券等損益額(費用控除後、繰越欠損金補填後) 0円 

(c) 信託約款に規定する収益調整金 790,024,324円 

(d) 信託約款に規定する分配準備積立金 473,219円 

 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 794,319,809円 

 分配対象収益(１万口当たり) 9,652円 

 分配金額 0円 

 分配金額(１万口当たり) 0円 

 

<お知らせ> 
該当事項はございません。 
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用語解説 
○資産、負債、元本及び基準価額の状況は、期末における資産、負債、元本及び基準価額の計算過程を表しています。
主な項目の説明は次の通りです。 

項 目 説 明 

資産 ファンドが保有する財産の合計です。 
コール・ローン等 金融機関向けの安全性の高い短期貸付運用などの残高です。 
各種有価証券等(評価額) 組入れた株式・債券・ファンドなどの評価金額です。 
未収入金 入金が予定されている有価証券の売却代金などです。 
未収配当金 入金が予定されている株式の配当金等です。 

未収利息 
入金が予定されているコール・ローン等の利息や債券の利息
の合計です。 

負債 支払いが予定されている金額の合計です。 
未払収益分配金 期末時点で支払いが予定されている収益分配金です。 
未払解約金 支払いが予定されている解約金です。 
未払信託報酬 支払いが予定されている信託報酬の額です。 
その他未払費用 支払いが予定されている監査費用、その他の費用です。 

純資産総額(資産－負債) 
ファンドが保有する財産の合計から支払いが予定されてい
る金額の合計を差し引いたものです。 

元本 ファンド全体の元本残高です。 

次期繰越損益金 
純資産総額と元本の差額(翌期に繰り越す損益金の合計額)
です。 

受益権総口数 受益者が保有する受益権口数の合計です。 
1(万)口当たり基準価額 1(万)口当たりのファンドの時価です。 

 

用語解説 
○損益の状況は、期中にファンドがどのような収益や損失を計上したかを表しています。主な項目の説明は次の通り
です。 

項 目 説 明 

配当等収益 ファンドが受取った配当金・利息等の合計です。 
受取配当金 保有する株式等の配当金等です。 
受取利息 債券、コール・ローン等の利息等です。 

有価証券売買損益 有価証券の売買損益と期末の評価損益の合計額です。 
売買益 売買益と期末評価益の合計です。 
売買損 売買損と期末評価損の合計です。 

信託報酬等 
信託報酬のほか保管費用、監査費用、その他の費用と、それ
らに掛かる消費税等相当額です。 

当期損益金 当期における収支合計です。 

前期繰越損益金 
前期分の分配準備積立金と繰越損益金の合計額から当期中
の解約に対する持分を控除した金額です。 

追加信託差損益金 受益者がファンドに払い込んだ金額と元本との差額です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 

計 収益分配前の期中の収支の総合計です。 
収益分配金 期中の分配可能額から受益者に支払われる分配金です。 
次期繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の合計です。 
追加信託差損益金 翌期に繰り越す追加信託差損益金です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 
分配準備積立金 翌期に繰り越す分配準備積立金の額です。 
繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の額です。 

 


